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平成２８年４月 全国百貨店売上高概況 

平成２８年５月２０日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４，５３６億円余 

２．前年同月比     －３.８％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８１社 ２３６店 （平成２８年３月対比－１社１店） 

４．総店舗面積     ５,９６２,９１１㎡ （前年同月比：－１.５％） 

５．総従業員数     ７６,３８９人 （前年同月比：－２.７％） 

６．３か月移動平均値   9-11 月 ０.９％ 、10-12 月 ０.３％、11-1 月 －１.４％、 

（店舗数調整後）   12-2 月 －０.５％ 、1-3 月 －１.６％、2-4 月 －２.２％      

 

  ［参考］平成 27 年 4 月の売上高増減率は１３.７％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 

４月は気温が高めに推移したものの、降水量が多かったことや、円高や株価低迷を要因と

する消費マインドの冷え込み、また、中旬に発生した熊本地震の心理的影響を受け３.８％減

と２か月連続のマイナスとなった。 

地区別では、昨年３月（前々年の消費増税前の駆け込みの反動）以来となる全地区で前年割れを記録し、

特に地震の影響が大きかった九州地区は１２.９％減の２桁マイナスに終わった。 

商品別では主要５品目のうち、雑貨が０.７％増と１３か月連続のプラスを確保し、食料品

も微減に留まる健闘を見せたが、前月同様に衣料品や身のまわり品のほか、家庭用品の落ち

込みを挽回するまでには至らなかった。 

細分類では、好調の続く化粧品が全１８地区中、東北･近畿･九州を除く１５地区で前年を

上回り１１.８％増と１３か月連続で増勢を保ち、子供服･洋品も０.１％増と６か月ぶりにプ

ラスに転じた。 

     訪日外国人動向は購買客数７.８％増（約２６万人）と３９か月連続で前年を確保したものの、

中国の輸入関税引き上げなどを背景に、売上高は９.３％減（約１７９億円）と２０１３年１月以

来３９か月ぶりのマイナスに終わった。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「４月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇日本付近を高気圧と低気圧が交互に通過し、全国的に天気は数日の周期で変わった。気温は、南から暖かい空気

が流れ込みやすく全国的に高く、特に東・西日本ではかなり高かった。月降水量は本州南岸を中心に低気圧や前

線が通過しやすく、また南から暖かい湿った気流が入りやすかったため全国的に多かった。 

(2) 営業日数増減    ２９．９日（前年同月比  ±０日） 

   (3) 土･日･祝日の合計    １０日（    〃      ＋１日／土曜１日増） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１３６店舗） 

     ①増加した：２３店、②変化なし：４４店、③減少した：６９店 

  (5) ４月歳時記（春物商戦、ＧＷ）の売上（同上／有効回答数９６店舗） 

     ①増加した：９店、②変化なし：５５店、③減少した：３２店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 453 ,644 ,174 100 .0 -3 .8 (  -3 .9 )

10都市 311 ,882 ,216 68 .8 -2 .6

札幌 10,971,115 2.4 -4.2

仙台 6,505,201 1.4 -1.6

東京 125,913,458 27.8 -1.5

横浜 27,138,112 6.0 -2.8

名古屋 28,719,474 6.3 -3.7

京都 18,723,201 4.1 -5.2

大阪 58,538,830 12.9 -2.6

神戸 11,714,196 2.6 -2.3

広島 9,387,004 2.1 -2.8

福岡 14,271,625 3.1 -5.2

10都市以外の地区 141 ,761 ,958 31 .2 -6 .2 (  -6 .7 )

北海道 2,133,560 0.5 -6.1

東北 7,310,251 1.6 -2.6 (  -3.3)

関東 65,261,125 14.4 -6.4 (  -7.4)

中部 11,128,589 2.5 -3.1

近畿 19,285,179 4.3 -3.9

中国 10,144,504 2.2 -1.1

四国 7,294,690 1.6 -6.6

九州 19,204,060 4.2 -12.9

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 453 ,644 ,174 100 .0 -3 .8 (  -3 .9 )

紳士服・洋品 32,525,269 7.2 -4.4 (  -4.6)

婦人服・洋品 96,852,474 21.3 -8.2 (  -8.4)

子供服・洋品 14,890,520 3.3 0.1 (  -0.1)

その他衣料品 10,175,087 2.2 -2.0 (  -2.4)

衣　　料　　品 154 ,443 ,350 34 .0 -6 .3 (  -6 .5 )

身のまわり品 61 ,052 ,794 13 .5 -6 .0 (  -6 .1 )

化粧品 34,470,237 7.6 11.8 (  11.7)

美術・宝飾・貴金属 25,771,005 5.7 -7.1 (  -7.1)

その他雑貨 18,156,170 4.0 -5.8 (  -6.2)

雑　　　　　　貨 78 ,397 ,412 17 .3 0 .7 (  0 .6 )

家　　具 5,078,105 1.1 -12.5 (  -12.6)

家　　電 1,038,302 0.2 -20.2 (  -20.2)

その他家庭用品 15,564,396 3.4 -3.7 (  -3.9)

家　庭　　用　品 21 ,680 ,803 4 .8 -6 .8 (  -7 .0 )

生　鮮　食　品 22,825,300 5.0 -2.4 (  -2.7)

　菓　　子　 28,820,783 6.4 -1.0 (  -1.2)

　惣　　菜　 26,379,609 5.8 -1.0 (  -1.1)

その他食料品 32,177,063 7.1 -0.2 (  -0.5)

食　　　料　　　品 110 ,202 ,755 24 .3 -1 .1 (  -1 .3 )

食　堂　　喫　茶 12 ,462 ,851 2 .7 -6 .0 (  -6 .4 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,586 ,062 1 .2 -11 .3 (  -11 .6 )

そ　　の　　他 9 ,818 ,147 2 .2 3 .0 (  2 .9 )

商　　　品　　　券 10 ,999 ,056 2 .4 -10 .3 (  -10 .4 )
注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、
   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2016年04月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向        －２.６％（２か月連続マイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   －６.２％（店舗数調整後／６か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －２.６ －１.８ ２か月連続マイナス 

札 幌 －４.２ －０.１ ３か月連続マイナス                                                                         

仙 台 －１.６ ０.０ ２か月連続マイナス 

東 京 －１.５ －０.４ ２か月連続マイナス 

横 浜 －２.８ －０.２ ４か月連続マイナス 

名古屋 －３.７ －０.２ ４か月連続マイナス 

京 都 －５.２ －０.２ ９か月ぶりマイナス 

大 阪 －２.６ －０.３ ４か月連続マイナス 

神 戸 －２.３ －０.１ ２か月連続マイナス 

広 島 －２.８ －０.１ ６か月連続マイナス 

福 岡 －５.２ －０.２ ２か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －６.２ －２.０ ６か月連続マイナス 

北海道 －６.１ ０.０ １２か月連続マイナス＊ 

東 北 －２.６ ０.０ ６か月連続マイナス＊ 

関 東 －６.４ －０.９ １１か月連続マイナス 

中 部 －３.１ －０.１ ２か月連続マイナス 

近 畿 －３.９ －０.２ ６か月連続マイナス 

中 国 －１.１ ０.０ ４か月連続マイナス＊ 

四 国 －６.６ －０.１ ２か月連続マイナス 

九 州 －１２.９ －０.６ ２か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

  主要５品目では、雑貨が１３か月連続のプラスとなった。また、衣料品が６か月連続、家 

庭用品が４か月連続、身のまわり品と食料品が２か月連続のマイナスとなった。その他の 

品目は、化粧品が１３か月連続、子供服・洋品が６か月ぶりのプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －３.８ ― ２か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －４.４ －０.３ ６か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －８.２ －１.８ ６か月連続マイナス 

子供服・洋品 ０.１ ０.０ ６か月ぶりプラス 

その他衣料品 －２.０ ０.０ ６か月連続マイナス 

衣料品 －６.３ －２.２ ６か月連続マイナス 

身のまわり品 －６.０ －０.８ ２か月連続マイナス 

化粧品 １１.８ ０.８ １３か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －７.１ －０.４ ２か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －５.８ －０.２ ４か月連続マイナス＊ 

雑貨 ０.７ ０.１ １３か月連続プラス 

家具 －１２.５ －０.２ ２か月連続マイナス 

家電 －２０.２ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

その他家庭用品 －３.７ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

家庭用品 －６.８ －０.３ ４か月連続マイナス 

生鮮食品 －２.４ －０.１ ２５か月連続マイナス＊ 

菓子 －１.０ －０.１ ５か月ぶりマイナス＊ 

惣菜 －１.０ －０.１ ３か月ぶりマイナス＊ 

その他食料品 －０.２ ０.０ ２か月連続マイナス＊ 

食料品 －１.１ －０.３ ２か月連続マイナス 

食堂喫茶 －６.０ －０.２ ６か月連続マイナス 

サービス －１１.３ －０.２ １０か月連続マイナス 

その他 ３.０ ０.１ ３か月連続プラス 

商品券 －１０.３ －０.３ ６２か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  森 ・ 関  ま で 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

